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第１. 前回幹事会以降の経過報告 

 

１ 会長等出席行事 

月  日 行 事 等 対 応 者 

４月９日（木）～

４月 10 日（金） 

日本学術会議第 196回総会 光 石 会 長 

三 枝 副 会 長 

磯 副 会 長 

日 比 谷 副 会 長 

４月 10 日（金） 記者会見 光 石 会 長 

三枝副会長 

磯副会長 

日比谷副会長 

４月 14 日（火） 日本国際賞（Japan Prize）授賞式 光 石 会 長 

４月 17 日（金） 春の園遊会 光 石 会 長 

４月 21 日（火） 共同主催国際会議「第 41 回世界獣医師会大会」開

会式 

光 石 会 長 

４月 23 日（木） 駐日オランダ大使館主催キングズデーレセプショ

ン 

光 石 会 長 

４月 30 日（木） 世界科学フォーラム（WSF）2027 第２回運営委員

会（オンライン） 

日 比 谷 副 会 長 

５月 9日（土） 日本学術会議公開シンポジウム「人口減少・人口

偏在社会に求められるヘルスケア人材：第３回」

（オンライン） 

磯 副 会 長 

５月 12 日（火） 駐日欧州連合代表部主催ヨーロッパ・デーレセプ

ション 

光 石 会 長 

 

５月 17日（日）～

19 日（火） 

Gサイエンス学術会議 2026 光 石 会 長 

注）部会、委員会等を除く。 

 

 

 

２ 委員の辞任 

薬学委員会 基礎系薬学分科会 

深見 希代子（令和８年５月８日付） 

 

土木工学・建築学委員会 IRDR 分科会 IRDR活動推進小委員会 

                         根本 深（令和８年５月 27日付） 
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第２. 各部・各委員会等報告 
１ 部会の開催とその議題 

（１）第二部役員会（第 24 回）（４月１７日） 

① 次回の生命科学系の学協会連合体との円卓会議の議題等について 

② 意思の表出の進捗状況について 

③ その他 

 

（２）第二部生命科学ジェンダー・ダイバーシティ分科会（第７回）（４月２８日） 

（報告事項） 

① 総会について 

② 学協会アンケートについて 

③ 2025年公開シンポジウム動画公開について 

（協議事項） 

① 2025年度シンポジウムの記録発出について 

② 学協会アンケート結果の発出について 

③ 2026 年の公開シンポジウムオーガナイザーについて 

 

（３）第一部総合ジェンダー分科会（第９回）(５月１０日) 

①「公開シンポジウム「大学は多様性にどう向き合うのか―イノベーション、人権、イン

ターセクショナリティ」」について 

② その他 

 

（４）第一部総合ジェンダー分科会（第10回）(５月１０日) 

①「公開シンポジウム「大学は多様性にどう向き合うのか―イノベーション、人権、イン

ターセクショナリティ」」を踏まえた今後の活動について 

② その他 

 

（５）第二部役員会（第 25 回）（５月２９日） 

① 次回の生命科学系の学協会連合体との円卓会議について 

② 意思の表出の進捗状況について 

③ その他 

 

（６）第三部拡大役員会（第 22 回）（５月２９日） 

① 第三部理工系博士人材育成分科会について 

② アクションプランの検討状況について 

③ 第三部意思の表出状況について 

④ 次回拡大役員会の議題について 

⑤ その他 
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２ 幹事会附置委員会の開催とその議題 

（１）日本学術会議法人化準備委員会（第 13回）（４月２４日） 

① 法人化準備委員会方針案について 

② 会長候補者選考について 

② その他 

 

（２）日本学術会議法人化準備委員会 日本学術会議憲章検討分科会（第６回） 

（４月２４日） 

① 前回議事要旨（案）について 

② 日本学術会議憲章案について 

 

（３）日本学術会議法人化準備委員会 会員選任制度検討分科会（第５回）（４月２７日） 

① 前回議事要旨（案）について 

② 分科会の検討事項について 

③ その他 

 

（４）日本学術会議法人化準備委員会 自己資金検討 WG（第６回）（５月８日） 

① 前回議事要旨（案）について 

② 外部資金等獲得に関する基本指針（案）について 

 

（５）日本学術会議法人化準備委員会（第 14回）（５月１２日） 

① 新規規程（案）について 

② 会長候補者選考について 

③ その他 

 

（６）日本学術会議法人化準備委員会 日本学術会議憲章検討分科会（第７回） 

（５月１５日） 

① 前回議事要旨（案）について 

② 日本学術会議憲章案について 

 

（７）日本学術会議法人化準備委員会（第 15回）（５月２２日） 

① 会長候補者選考について 

② 日本学術会議会則（案）について 

③ その他 

 

（８）日本学術会議法人化準備委員会 会員選任制度検討分科会（第６回）（５月２５日） 

① 前回議事要旨（案）について 

② 分科会の検討事項について 

③ その他 

 

 



5 

３ 機能別委員会の開催とその議題 

（１）国際委員会（第 26 回）（５月２８日）※メール審議 

① 令和８年度代表派遣実施計画の追加等について 

 

 

４ 分野別委員会の開催とその議題 

第一部担当 

（１）経営学委員会（第７回）（４月１０日） 

① 意思の表出のための各分科会の活動状況の確認 

② その他 

 

（２）言語・文学委員会（第７回）（４月１１日） 

① 各分科会の今後の活動予定について 

② 言語・文学分野関係の学界動向について 

③ その他 

 

（３）心理学・教育学委員会（第７回）（４月１１日） 

① 心理学・教育学委員会の今後について 

② 意思の表出の確認について 

③ その他 

 

（４）法学委員会（第23回）（４月１１日） 

① 法人化に向けた議論について 

② その他 

 

（５）政治学委員会（第４回）（４月１１日） 

① 法人化に関する政治学委員会の対応 

 

（６）経済学委員会（第６回）（４月１１日） 

① 会員選考 

② その他 

 

（７）心理学・教育学委員会・社会学委員会・法学委員会・臨床医学委員会・健康・生活

科学委員会合同 心身の健康・適応に対する心理学的支援分科会（第３回） 

(４月１８日) 

① 前回分科会からの経過の報告 

② 今期の意思の表出案（報告）に向けての検討 

③ その他 

 

（８）法学委員会（第24回）(４月１９日) 

① 会員候補者選考について 
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② その他 

 

（９）法学委員会（第25回）(４月２２日) 

① 会員候補者選考について 

② その他 

 

（１０）法学委員会・心理学・教育学委員会合同 法と心理学分科会（第９回） 

(４月２５日) 

① 研究報告ならびに質疑 

行場 次朗委員（東北大学名誉教授） 

「アファンタジアとは？ ――事情聴取、証言問題――」 

② 今後の研究の進め方について 

シンポジウムの準備について 

③ その他 

 

（１１）法学委員会（第26回）(４月２７日) 

① 会員選考について 

② その他 

 

（１２）法学委員会 リスク社会と法分科会（第18回）(５月３日) 

① 意思の表出について 

 

（１３）心理学・教育学委員会 心の科学のキャリアパス構築分科会（第７回） 

(５月７日) 

① 意思の表出の後の活動について 

② 日本心理学会でのシンポジウムについて 

③ その他 

 

（１４）史学委員会 社会資本としての博物館の可能性に関する分科会（第３回） 

(５月８日) 

① 來田 享子委員によるスポーツ・ミュージアムネットワークがめざしている活動等に

関わる報告 

② その他 

 

（１５）法学委員会 リスク社会と法分科会（第19回）(５月１０日) 

① 意思の表出について 

 

（１６）法学委員会（第27回）(５月１２日) 

① 憲章（案）について 

② その他 
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（１７）経済学委員会 少子化経済対策分科会（第３回）(５月１２日) 

① 提言に向けた取り組み 

② シンポジウムについて 

③ その他 

 

（１８）法学委員会 ICT社会と法分科会（第７回）(５月１３日) 

① シンポジウム開催について 

② その他 

 

（１９）哲学委員会（第12回）(５月１８日) 

① 総会等、法人化をめぐる動向についての報告 

② 本年度のシンポジウムの日程とテーマについて 

③ 各分科会の活動報告 

④ WCPの準備状況について 

⑤ その他 

 

（２０）史学委員会 社会資本としての博物館の可能性に関する分科会（第４回） 

(５月１８日) 

① 越智 敏裕委員による鞆の浦訴訟の件を中心とした報告 

② その他 

 

（２１）法学委員会 法学研究者養成分科会（第６回）(５月２０日) 

① シンポジウム開催について 

② その他 

 

（２２）法学委員会（第28回）(５月２４日) 

① 憲章（案）等について 

② その他 

 

（２３）政治学委員会 人口減少下の行政・地方自治分科会（第６回）(５月２４日) 

① 自治体学会との共催シンポジウムの開催について 

② その他 

 

（２４）経済学委員会 数量的経済・政策分析分科会（第６回）(５月２４日) 

① 今後のチュートリアルセッションの開催について 

② 政策ニーズへの対応について 

③ その他 

 

第二部担当 

（１）基礎生物学委員会（第６回）、統合生物学委員会（第６回）合同会議 

（４月１０日） 
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① 分科会活動報告 

② 総会報告 

③ 意見交換と今後の予定 

④ その他 

 

（２）歯学委員会（第８回）（４月１０日） 

① 意思の表出「報告」について 

② 次年度の活動計画について 

③ 次期会員・連携会員選考について 

④ その他 

 

（３）基礎生物学委員会・心理学・教育学委員会・基礎医学委員会・臨床医学委員会合同 

生物リズム分科会（第４回）（４月１２日） 

① 本分科会主催の公開シンポジウム「四季の環境変化を生き抜く生物の知恵と時間の科

学～体内時計と季節～」の打ち合わせ 

② その他 

 

（４）農学委員会 農業経済学分科会（第４回）（４月１７日） 

① 公開シンポジウムについて 

② その他 

 

（５）食料科学委員会 水産学分科会（第８回）（４月２４日） 

① 2026年度公開シンポジウムについて 

② 今後の活動について 

③ その他 

 

（６）臨床医学委員会 脳とこころ分科会（第２回）（５月２日） 

① 神経倫理に関する見解案について 

② 「未来の学術振興構想」のグランドビジョン改訂について 

③ 学術研究の大型プロジェクトの推進に関する基本構想 - ロードマップ2026 - 

申請について 

④ ５月９日公開シンポジウム開催について 

⑤ Ｇサイエンス学術会議（Ｓ７）2026 声明および日本学術会議主催学術フォーラム 

 (10月18日開催予定)について 

⑥ 日本学術会議法人化等の現状について 

⑦ その他（シンポジウム開催提案のお願い等） 

⑧ 次回の分科会開催について 

 

（７）基礎医学委員会 神経科学分科会（第４回）（５月７日） 

① 「学術研究の大型プロジェクトの推進に関する基本構想 - ロードマップ2026 -」応募

について 
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② その他 

 

（８）薬学委員会 基礎系薬学分科会（第４回）（５月８日） 

① シンポジウム開催に向けての調整 

② 今後の分科会活動の方向性について 

③ その他 

 

（９）農学委員会 土壌科学分科会（第７回）、同分科会 Soil Health 小委員会（第６

回）合同会議（５月１１日） 

① リビングラボ勉強会（木村 園子 ドロテア委員による講義と質疑） 

② 意思の表出の進捗状況 

③ ７月開催の公開シンポジウムの準備状況 

④ その他 

 

（１０）農学委員会 農業生産環境工学分科会（第３回）（５月１４日） 

① 公開シンポジウムの検討 

② その他 

 

（１１）基礎医学委員会 ICLAS 分科会（第３回）、基礎医学委員会・基礎生物学委員

会・統合生物学委員会・食料科学委員会・臨床医学委員会・薬学委員会合同 

動物実験分科会（第３回）合同会議(５月１８日) 

① ICLAS分科会及び動物実験分科会の両方に関連する議題 

・「動物実験の2006 年体制」発足20周年を節目とした公開シンポジウム開催について 

② ICLAS分科会に関連する議題 

・ICLAS創立70周年記念事業について 

・その他 

③ 動物実験分科会に関連する議題 

・ICLAS分科会との連携について 

・今期の活動計画について 

・その他 

 

（１２）農学委員会 植物保護科学分科会（第10 回）(５月１８日) 

① 吉村 英翔氏（玉川大学講師）を招いての勉強会 

テーマ：周辺環境情報に基づく土着天敵の個体数推定と害虫被害リスク評価－有機農業

への応用可能性天敵昆虫－ 

② 次回開催するシンポジウムの内容について 

③ 日本学術会議総会の報告 

④ その他 

 

（１３）農学委員会 農業経済学分科会（第５回）(５月１８日) 

① 公開フォーラムについて 
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② その他 

 

（１４）農学委員会（第７回）、食料科学委員会（第７回）合同会議(５月１９日) 

① 公開シンポジウムの開催について 

② その他 

 

（１５）農学委員会 育種学分科会（第５回）（５月２１日） 

① 報告事項 

・ ウェビナー開催報告 

② 協議事項 

・ シンポジウムの開催について 

・ その他 

 

第三部担当 

（１）地球惑星科学委員会（第 12 回）（４月１０日） 

① 各分科会の活動報告 

② 地球惑星科学夢ロードマップの進捗状況 

③ 小惑星・惑星防衛の国際年について 

④ その他 

 

（２）情報学委員会（第 15 回）（４月１０日） 

① 見解等提言の進捗について 

② その他 

 

（３）化学委員会 有機化学分科会（第６回）（４月１０日） 

① 有機化学の将来展望（10 年後）についての意見交換 

ⅰ）有機化学が進むべき道 

ⅱ）有機化学の魅力と重要度 

② その他 

 

（４）機械工学委員会（第 11 回）（４月２２日） 

① 機械工学委員会関連の分科会活動 

・分科会報告と今期の活動について 

② その他 

・日本学術会議の法人化について 

 

（５）材料工学委員会・臨床医学委員会・歯学委員会・化学委員会合同 バイオマテリア

ル分科会（第４回）（５月７日） 

① 公開シンポジウム報告 

② 次回公開シンポジウム開催について 

③ 講演 ①菊池 明彦委員 
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「刺激応答性高分子からなる微粒子の調製とバイオマテリアルへの展開」 

②岸田 晶夫委員 

「生体組織に学ぶバイオマテリアルの設計指針」 

④ 今後の活動について 

⑤ その他 

 

（６）環境学委員会・統合生物学委員会合同 自然環境分科会（第６回）（５月２３日） 

① シンポジウム内容について 

② 今期および次期の活動について 

③ 学術会議報告 

④ その他 

 

（７）電気電子工学委員会 URSI 分科会（第８回）（５月２５日） 

① 第 26 期 URSI 分科会について 

② URSI 分科会の活動について 

③ URSI 本部への対応について 

④ 2025 年 URSI 日本電波科学会議（URSI-JRSM 2025）の開催について 

⑤ 2027 年 IEEE アンテナ伝搬国際シンポジウム及び JNC-USNC-URSI 電波科学会議（IEEE 

AP-S/JNC-USNC-URSI 2027）の開催について 

⑥ 2028 年アジア・太平洋電波科学会議（URSI AP-RASC 2028）の富山開催について 

⑦ 小委員会の活動について 

⑧ URSI 分科会及び同小委員会の次期（第 27期）体制について 

⑨ その他 

 

（８）土木工学・建築学委員会 IRDR 分科会（第９回）、インフラレジリエンス分科会

（第 12 回）、複合災害と人口減少時代の建築・都市・地域分科会（第 10 回）合同

会議（５月２７日） 

① 各分科会からの話題提供 

② 合同シンポジウムの協議 

③ その他 

 

（９）土木工学・建築学委員会・環境学委員会合同 カーボンニュートラル都市分科会 

（第 10 回）（５月２７日） 

① これまでの議論の振り返りと次期への申し送り 

② その他 

 

（１０）土木工学・建築学委員会 デザインをめぐる知の構築と社会的理解分科会 

（第 11 回）（５月２７日） 

① 報告について 

② シンポジウムについて 

③ その他 



12 

 

（１１）土木工学・建築学委員会（第 19 回）（５月２７日） 

〔＊12：00～13：00 土木工学・建築学委員会委員のみ〕 

① 各分科会の活動状況報告 

② 令和８年度全体会について 

③ その他 

〔＊13：30～17：45 土木工学・建築学委員会委員全体会〕 

④ 趣旨説明 

⑤ 基調講演 

⑥ 各分科会からの報告 

⑦ 本委員会と関係の深い委員会等の活動紹介 

⑧ その他 

 

 

５ 課題別委員会の開催とその議題 

 

 なし 

 

 

６ 若手アカデミーの開催とその議題 

（１）若手アカデミー 国際分科会（第６回）（４月２３日） 

① GYA総会への派遣について 

② 今年度の国際会議等への派遣計画について 

 

 

７ 連絡会議の開催とその議題 

 

なし 

 

８ サイエンスカフェの開催 

 

 なし 

 

９ 記録 

 

 なし 

 

１０ 総合科学技術・イノベーション会議報告 

１．本会議 

 なし 
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２.専門調査会 

なし 

 

３.総合科学技術・イノベーション会議有識者議員会合 

 ４月 16 日（木） 

４月 23 日（木） 

５月 14 日（木） 

５月 21 日（木） 

５月 28 日（木） 

 

 

１１ 慶弔 

○慶事 

・令和８年春の叙勲受章者 令和８年４月29日発令 

 【瑞宝重光章】 

  川人 貞史（元連携会員（第20-22期）） 

  樋口 美雄（元会員（第20-22期）、元連携会員（第23-24期））   

 【瑞宝中綬章】   

阿草 清滋（元連携会員（第20-24期）） 

  池田 駿介（元会員（第20-21期）、元連携会員（第22-25期）） 

今西 祐一郎（元会員（第20-21期）、元連携会員（第22-23期）） 

 太田 健一郎（元連携会員（特任）（第22-23期）） 

北原 和夫 （元連携会員（第20-21期）元連携会員（特任）（第22-24期）） 

 清野 宏（元連携会員（第20期）） 

 古賀 隆治（元連携会員（特任）（第21期）） 

 都甲 潔（元連携会員（第21-22期）） 

 友田 陽（元連携会員（第21-22期）） 

 花登 正宏（元連携会員（第20-22期）） 

 古田 元夫（元連携会員（第21-22期）） 

 松重 和美（元連携会員（第20-21期）） 

 宮本 みち子（元連携会員（第20-25期）） 

 山内 惟介（元連携会員（第20-23期）） 

 横山 茂之（元連携会員（第20期）） 

  依田 照彦（元会員（第22-23期）、元連携会員（第20-21期、第23-24期）） 

 

・令和８年春の褒章受章者 令和８年４月29日発令 

 【紫綬褒章】 

  高薮 縁（連携会員（第24-27期）） 

  相澤 清晴（元会員（第24-25期）、連携会員（第22-23期、26-27期）） 

  東山 哲也（連携会員（第24-27期）） 

  工藤 昭彦（連携会員（第22-27期）） 
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  原田 博司（連携会員（第24-27期）） 

 

○弔事 

・ご逝去 

澤村 正也（さわむら まさや） 令和８年４月21日 享年64歳 

 連携会員（第24-27期） 

北海道大学大学院理学研究院教授 

 

 

１２ 意思の表出に係る報告（別冊参照） 

○見解 

（１）地域研究委員会地域情報分科会 

   「地名問題の総合的解決に向けて－地名問題の共有化・地名データベース作成・国

際連携の三位一体アプローチ－」 

   （令和８年４月 13 日公表） 

 

（２）健康・生活科学委員会・臨床医学委員会合同共生社会に向けたケアサイエンス分科

会 

   「多様性・包摂性・公平性を重視したケア共同社会の社会実装―市民とともに進め

る学融合的（transdisciplinary）なケアサイエンス推進に向けて―」 

   （令和８年４月 27 日公表） 

 

（３）経営学委員会 AI時代に備える経営人材育成に関する分科会 

   「AI 活用時代における経営人材・経営専門人材育成の変革」 

   （令和８年５月11日公表） 

 

（４）地域研究委員会・地球惑星科学委員会合同地理教育・ＥＳＤ分科会 

    「ＥＳＤ充実のための小学校・中学校・高等学校までの地理教育一貫カリキュラム

に向けて」 

   (令和８年５月20日公表) 

 

（５）基礎医学委員会神経科学分科会、臨床医学委員会脳とこころ分科会、臨床医学委員

会移植・再生医療分科会 

   「脳科学研究とその臨床応用に関わる倫理的課題」 

   （令和８年５月26日公表） 

 

○報告 

（１）農学委員会地域総合農学分科会 

   「多極分散型社会の実現に向けた農の役割」 

   （令和８年４月 14 日公表） 
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（２）材料工学委員会材料工学中長期研究戦略分科会

「未来の学術振興構想に基づく材料工学の中長期研究戦略」

（令和８年４月 28 日公表）

（３）健康・生活科学委員会生活者視点で健康と暮らしの課題を検討する家政学分科会

「子どもの生活に焦点を当てた子どもの育ちと子育てについての学びの充実に向け

て」 

（令和８年５月８日公表） 

（４）情報学委員会情報学教育分科会

「情報教育課程の設計指針 − 初等教育から高等教育まで(第２版)」

（令和８年５月12日公表）

１３ 意思の表出（英訳版）に係る報告 

なし 

１４ インパクト・レポート 

なし 



日時： 令和８年５月17日（日）～19日（火）
場所： フランス・パリ

各共同声明テーマに関する
セッション

アカデミーの独立性と学問の自由に
関するラウンドテーブル・セッション

マクロン仏大統領への
共同声明の手交

セッションで登壇・発言する光石会長 ラウンドテーブル・セッションの模様 マクロン大統領及び各国アカデミー代表
写真提供： Mathieu Baumer / Académie des sciences

大規模衛星コンステレーション１

日本学術会議
フランス科学アカデミー
全米科学アカデミー
英国王立協会

レオポルディーナ科学アカデミー
リンチェイ国立科学アカデミー
カナダ王立協会科学アカデミー
他

 採択された３つの共同声明は、会議開
催後、エリゼ宮殿においてエマニュエル・
マクロン フランス共和国大統領に対し
て手交された。

 その後、マクロン大統領と各国アカデ
ミー代表を交えた意見交換会が実施さ
れ、マクロン大統領からは、政策形成と
科学の連携強化の重要性等について言
及があった。

 令和６年及び令和７年に実施した「国際
アドバイザリーボード」での議論も踏ま
え、日本学術会議の主導の下、各国ア
カデミーのトップによる率直な意見交
換の場をラウンドテーブル形式で実施。

 セッションの場で、光石会長から学問の
自由と独立性や研究者の保護、国際協
力の重要性が提起、共有された。

 各共同声明の策定に携わったフランス
科学アカデミーの専門家や各分野の研
究者による講演が行われた。

 その後、各国アカデミーによる最新のイ
ニシアティブが共有された。光石会長
は、各テーマに関連して日本学術会議
が今後主催を検討する学術フォーラム
や国際会議について発信した。

Gサイエンス学術会議（Ｓ７）2026
開催結果 概要

グローバルな北極域２

脳の健康とメンタルヘルスの推進３

参加アカデミー

開催概要 ３つの共同声明を採択

諸報告参考資料
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Gサイエンス学術会議（Ｓ７）2026
採択された共同声明

大規模衛星コンステレーション：課題と影響
（Large satellite constellations: perspectives and challenges）

グローバルな北極域：かつてない変化と地球規模の危機
（The global Arctic: unprecedented change, global stakes）

脳の健康およびメンタルヘルスを、個人の幸福、社会的包摂、経済
活力、社会全体のレジリエンスを支える基盤として位置付け。

精神疾患と神経疾患をライフコース全体で連続的に捉えた予防・早
期介入の推進、AIやデータ活用を含む国際協力の強化の必要性を
示す提言。

大規模衛星コンステレーションが通信・防災等の社会的便益をもた
らす一方、天文学観測への影響や宇宙デブリ増加など新たなリスク
の顕在化。

宇宙環境の持続可能性確保に向けた国際的ルール整備、宇宙交通
管理、科学的知見に基づく協調的対応の必要性を示す提言。

北極域において地球平均を大きく上回る速度で温暖化が進行し、気
候変動の加速や全球的影響が発生。

温室効果ガス排出削減を最優先課題としつつ、長期観測体制の強
化、国際科学協力の推進、先住民の知見を尊重した包摂的ガバナン
スの必要性を示す提言。

メンタルヘルスを含む脳の健康の推進：グローバル社会のレジリエンスに向けて
（Advancing brain health, including mental health, for global societal resilience）
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Gサイエンス学術会議（Ｓ７）2026
共同声明策定に参画した日本学術会議会員・連携会員

大規模衛星コンステレーション

グローバルな北極域

脳の健康と
メンタルヘルスの推進

１

２

３

共同声明の策定に当たっては、各国ナショナル・アカデミーより１名の専門家が参加し、共同声明ごとに下記のメンバーにて専門家会
合を組織。日本学術会議からは、26期国際委員会 Ｇサイエンス学術会議分科会の３名の委員が参画し、共同声明の策定に貢献。

尾崎 紀夫 委員（二部会員・部長）

（名古屋大学大学院医学系研究科精
神疾患病態解明学特任教授）

榎本 浩之 委員（連携会員）

（大学共同利用機関法人 情報・シス
テム研究機構 国立極地研究所）

仁田 工美 委員（連携会員）

（国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構
（JAXA）安全・信頼性推進部システム安全・
軌道利用安全推進ユニット技術領域主幹）

François Baccelli Académie des sciences

Peter Brown The Royal Society of Canada

Sébastien Candel Académie des sciences

Karl-Heinz Glaßmeier Leopoldina Nationale Akademie der Wissenschaften

Moriba Jah National Academy of Sciences

Francesca Matteucci Accademia Nazionale dei Lincei

Kumi Nitta Science Council of Japan

Guy Perrin Académie des sciences

Christophe Salomon Académie des sciences

Martin Sweeting The Royal Society

Laurent Bopp Académie des sciences

Carlo Barbante Accademia Nazionale dei Lincei

Melody Brown Burkins National Academy of Sciences

Jackie Dawson The Royal Society of Canada

Hiroyuki Enomoto Science Council of Japan

Thomas Strocker Leopoldina Nationale Akademie der Wissenschaften

Eric Wolff The Royal Society

Stéphanie Debette Académie des sciences

Yves Agid Académie des sciences

Huda Akil National Academy of Sciences

Edward Bullmore The Royal Society

Antonino Cattaneo Accademia Nazionale dei Lincei

Norio Ozaki Science Council of Japan

Brigitte Röder Leopoldina Nationale Akademie der Wissenschaften

Guy Rouleau The Royal Society of Canada
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